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Abstract
　Data shows that the largest number of foreigners arrested by Japanese law 
enforcement are individuals who have entered Japan on study visas. With the 
increase in foreign students this situation needs to be addressed. Here, the results of 
a survey conducted with police officers dealing with crime involving foreigners and 
university personnel engaged in support of foreign students attending their institutions 
are examined to better understand how cooperation between the government and 
universities in supporting foreign students can be achieved. The survey found that the 
police place importance on cooperation from educational institutions in understanding 
the situation and future of foreign students. University officials also believe that mutual 
cooperation with police and law enforcement is meaningful to better support foreign 
students. Achieving this cooperation can facilitate, for those foreign students with a 
strong desire to learn, a safe living experience in Japan. This in turn can lead to an 
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年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 合計
除籍 2 1  3  6  7 10 2 31
退学 2 4  7 13  5  6 2 39













































　問 ２ ： 上記に対して，非日常の（イレギュラーな）対留学生業務には，これまでどのよ
うなことがありましたか。
　回答：留学生が関連する事件，事故




　問 ４ ： それは必要に迫られて（消極的参加）でしょうか，主体的に協力を求めたことに
拠るでしょうか。
　回答：消極的参加がほとんど。

































　公的機関などとは消極的ながら連携した実績はあるのだという（問 ３ ・問 ４ ）。その詳
細は今後の調査で明らかにしていくが，本稿が注目する警察との接点はこの中に含まれ
る。問 ５ ②・③への記述から，留学生を受入れた教育機関としての責務を意識しているこ
とがわかる。またこの責務には，留学生の「善導」 10）と，大学の評価の保持という二つの
10） 「善導」は，先に挙げた全国日本語学校連合会ホームページに記載されており，留学生が犯罪行為に
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面を併せ持つことも確認できた。
　一方，問 ５ ③のデメリット欄に課題として挙げたのが，その指導の徹底のためには時間
と日本語能力が不足しているという点だ。一定の日本語力を満たして入学してきたのであ
ろうが，それでも警察官による講話は，情報量が多いこともあって理解するのが難しいの
だという。これについては渡日前教育や受入れ後の留学生対象の日本事情等の教育プログ
ラムとの連動なども考えられるが，一方で講話にあたる警察官にも非母語話者の日本語力
を考慮した話し方（いわゆる「やさしい日本語」）を身に付けるなど，歩み寄りを求めるの
もいいだろう。いや，問 ５ ④にある「警察組織内で異文化理解の促進や対応方法の徹底を
図ってほしい」といったコメントを踏まえれば，軽視することはできない。警察組織も都
道府県での人的・物的な違いは大きく，前掲のＡ氏のように外国人と専ら向き合う警察官
を多数配備できるとも限らない。その一方で，留学生はもちろん，様々な資格で（あるい
は無資格で）日本で生活する外国人が拡大していることを思えば，警察官による「対外国
人リテラシー」とでもいうような目標理念 11）を喫緊の課題に挙げてもよいだろう。
　さらに，問 ５ ③にメリットとして「警察官との個人的関係が構築でき，相談等がしやす
い環境が作れる」とあるように，協力体制を敷くことは，「学生生活支援」を受け持つ上
で有意であると捉えている点にも注目したい。官と学との連携は，その最前線に立つ者の
間で模索がなされている。だが，問 ５ ④「協力を仰いでおいて，情報を返してくれない」
といった不満は，その信頼関係構築においてなお課題を残すことを意味する。
６．結語に代えて
　外国人犯罪と長く向き合ってきた警察官Ａ氏は，だからこそ取締りを通して受入機関と
の連携が重要であると考えるに至ったという。それは，日本語学校を訪ねる，また身元引
受人としてＡ氏の前に姿を現す日本語教師との対話を通して，留学生の実情を知る上で日
本語教師ほど熟知した存在はないと実感したことによる。しかし，元留学生の被疑者を一
例に挙げつつ，一層注目すべきは在籍実態のない者たちであるとし，その情報提供が課題
なのだという。また，それゆえに量を優先し留学志願者の見極めを軽視する受入機関に対
しては批判的である。加えて，取締りが主となりがちな警察業務だが，犯罪に至らないよ
う実態把握に力を注ぎたいとの思いから，不良集団化などに至らぬよう，受入機関との連
手を染めないよう教育機関が行う指導を意味し，「防犯」と対になる言葉として用いられている。
11） 「非専門家集団を，日本語教育政策に無意識な代理人（agent）としてではなく，自覚的に言語教育
に役割参加する行為主体者（actor）に変容させていく上で重要な目標理念」として宮崎（2011）が
説く「市民リテラシー」が参考になるだろう。
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携が期待されるのだという。
　一方，某大学の学生支援課長に警察との連携について実態を尋ねると，留学生が関わる
事件・事故の際，必要に迫られて接点を持つのが専らであるという。また接する警察官も
異文化理解への個人差が目立ち，その応対は評価が分かれるという。
　留学生の安定した獲得を求めるのであれば，受入機関には「アドミッション」と「学生
生活支援」とを連動させた受入れ態勢の構築が求められる。それと同時に，上述の負の面
から目を背けず，「善導」の一手として警察と協力していくことは，むしろ留学生の地位
向上を図っていく上で有効な手段となり得る。
　ただ，警察組織に関わる全ての人材がグローバル社会に即応できているわけではなく，
同じことは教育機関の関係者にも言えるだろう。官学，あるいは産官学の連携は，すでに
様々な分野で展開されているが，留学生支援における警察と教育機関の連携は改善，充足
の余地を多く残す。
　本稿は予備的な調査データを整理したに留まる。今後も継続して調査することで，官と
学の留学生支援に向けた協力の可能性を検証し，またその課題および解決に向けての提言
に向けて研究・調査を展開していきたい。
付記：
　本研究は，JSPS科研費 JP19K13246および大阪産業大学産業研究所分野別研究（登録番
号19b01）の助成を受けて2019年度に実施した調査の成果に基づく。
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